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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

  

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
健
や
か
な

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
政
各
般
に
わ
た
り

深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
は
春
先
の
東
日
本
大

震
災
に
始
ま
り
、
度
重
な
る
台
風
の

襲
来
が
あ
り
、
特
に
台
風
12
号
に
よ

る
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
み

な
べ
町
も
大
変
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
加
え
て
、
消
費
低
迷
や
深
刻
な

不
況
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
中
で
迎
え

る
新
年
と
な
り
、
今
ま
で
以
上
に
、

地
域
や
く
ら
し
の
行
方
を
気
に
か
け

な
が
ら
の
お
正
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
政
を
見
ま
し
て
も
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
や
消
費
税
増
税
等
、
難
問

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」と

実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を

　み
な
べ
町
長

         

小

　谷

　芳

　正

山
積
み
で
あ
り
、
又
、
一
連
の
事
業

仕
分
け
等
に
よ
る
各
省
庁
へ
の
予
算

配
分
の
減
額
は
、
町
の
予
算
編
成
に

も
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
町
民
の
皆
様
の

安
全
・
安
心
を
将
来
に
わ
た
っ
て
、

し
っ
か
り
支
え
、
夢
と
希
望
を
持
て

る
年
と
す
る
た
め
、
町
民
と
行
政
が

手
を
携
え
、
協
働
し
て
こ
の
苦
難
を

乗
り
越
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

皆
様
が
「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と

実
感
で
き
る
町
づ
く
り
へ
、
職
員
一

同
、
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
す
る
所
存

で
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
私
共
議
会
に
対
し
、
御
理

解
御
協
力
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
、
９
月
３
日
４
日
に
は
台
風
12
号

に
よ
る
豪
雨
に
よ
り
、
み
な
べ
町
も

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

早
期
復
旧
に
私
共
も
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
る
所
で
あ
り
ま
す
が
、
幹

線
道
路
で
あ
り
、
生
活
と
一
体
化
し

た
道
路
、
国
道
４
２
４
号
が
未
だ
清

川
地
内
に
は
大
型
車
両
が
入
れ
な
い

状
況
で
あ
り
、
県
に
対
し
て
も
強
く

要
望
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。
今

後
の
復
旧
復
興
災
害
対
策
は
当
然
で

あ
り
ま
す
が
、
他
に
も
課
題
が
山
積

安
全
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る

み
な
べ
町
を
目
指
し
て

　み
な
べ
町
議
会
議
長

         

　小

　川

　
　猛

し
て
い
ま
す
。

　

二
元
代
表
制
の
下
、
私
共
議
会
は

町
民
の
代
表
と
し
て
、
地
方
自
治
の

基
本
的
課
題
を
真
摯
に
受
け
と
め
、

さ
ら
に
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
み
な
べ
町
を
目
指
し
て
頑
張
る

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
倍
旧
の
お
力
添
え

を
御
教
導
い
た
だ
き
ま
す
と
共
に
、

み
な
べ
町
の
平
安
と
皆
様
方
の
御
多

幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



3 2

１
月
か
ら
「
建
設
課
」
の
事
務
所
が
第
１
庁
舎
に
移
転
さ
れ

　

役
場
の
業
務
が
１
ヵ
所
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

平
成
23
年

　

台
風
12
号
の
災
害
対
応
等
の

た
め
移
転
が
延
期
さ
れ
て
い
ま

し
た
、「
建
設
課
」
の
事
務
所
が
、

１
月
か
ら
役
場
第
１
庁
舎
（
芝
）

に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
以
来
、
分
庁
舎
方
式
に

よ
り
業
務
担
当
課
が
２
箇
所
に

分
か
れ
て
お
り
、
町
民
の
皆
様

に
は
役
場
に
来
ら
れ
た
と
き
に
、

要
件
に
よ
っ
て
は
二
つ
の
庁
舎

に
行
っ
て
い
た
だ
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
役
場
の
業

務
は
全
て
１
ヵ
所
で
行
な
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

建
設
課
の
事
務
所
は
、
２
階

に
な
り
ま
す
（
＊
左
図
参
照
）。

電
話
番
号
は
今
ま
で
と
同
じ
、

74
︱
３
３
３
５
で
建
設
課
に
直

接
つ
な
が
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
域
住
民
の
皆
様
の

利
便
性
を
考
慮
し
て
、「
住
民
票
」

と
「
印
鑑
証
明
書
」
の
発
行
業

務
の
み
、
中
央
公
民
館
で
行
な

っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
28
日
（
月
）、
平
成
23
年

第
２
回
臨
時
町
議
会
が
開
会
さ

れ
、
次
の
３
議
案
が
上
程
さ
れ
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
み
な
べ
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

一
般
職
員
の
給
料
の
引
き
下

げ
を
行
う
条
例
改
正
が
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

■
堺
漁
港
海
岸
津
波
・
高
潮
危

機
管
理
対
策
水
門
設
置
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名
競

争
入
札
の
結
果
、
株
式
会
社　

岩
本
興
産
（
西
本
庄
）
と
７
４

５
５
万
円
で
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
内
容
は
、
津
波
・
高
潮

対
策
の
た
め
、
堺
川
河
口
に
水

門
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

■
土
地
改
良
事
業
の
変
更
に
つ

い
て

　

小
倉
谷
地
区
農
免
農
道
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
事

業
の
変
更
認
可
申
請
を
す
る
た

め
に
、
土
地
改
良
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を
求
め

２F

研 修 室

会 議 室
中　庭

応 接 室

町 長 室

印刷
作業室 書　庫

建設課

総務課

（役場第一庁舎）

検査室

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

変
更
内
容
は
、
事
業
費
５
億

円
の
減
、
事
業
量
に
つ
い
て
は
、

当
初
２
ヵ
所
予
定
し
て
い
ま
し

た
橋
梁
の
１
ヵ
所
を
、
橋
梁
か

ら
盛
土
に
よ
る
道
路
に
変
更
し
、

道
路
工
２
１
０
５
ｍ
、
橋
梁
工

１
ヵ
所
２
０
ｍ
、
隧
道
工
２
９

６
ｍ
に
な
り
ま
す
。

　

完
了
年
度
に
つ
い
て
は
平
成

25
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
に
変

更
さ
れ
ま
す
。

天
に
昇
る
龍
の
よ
う
に
、

勢
い
よ
く
、
活
気
あ
る

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

今
年
は
辰
年

今
年
は
辰
年

　

松
川
嘉
之
さ
ん
（
東
岩
代
）

が
、
平
成
23
年
度
和
歌
山
県

農
林
水
産
業
賞
（
農
業
部
門
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
川
さ
ん
は
梅
の
専
作
経

営
者
と
し
て
、
い
ち
早
く
近

代
化
設
備
に
よ
る
農
作
業
の

臨
時
町
議
会
開
会

臨
時
町
議
会
開
会

松
川
嘉
之
さ
ん
が

県
農
林
水
産
業
賞
を
受
賞

松
川
嘉
之
さ
ん
が

県
農
林
水
産
業
賞
を
受
賞

省
力
化
や
農
業
経
営
簿
記
の

記
帳
に
取
り
組
み
、
地
元
農

業
者
の
模
範
と
な
る
ほ
か
、

町
の
農
業
振
興
及
び
次
代
を

担
う
農
業
後
継
者
や
地
域
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。　

　

ま
た
、
青
少
年
の
育
成
や

南
紀
用
水
土
地
改
良
区
の
理

事
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、

幅
広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
多
大
な
功
績
が

称
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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12
月
４
日
（
日
）、
町
民
の

防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災
行
動

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的

に
、
み
な
べ
町
防
災
訓
練
を
実

施
し
、
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
３
９

２
４
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
津
波
避
難
訓

練
と
し
て
実
施
し
た
た
め
、
高

城
地
区
、
清
川
地
区
、
東
本
庄

地
区
の
一
部
（
辺
川
、
六
十
川
、

受
領
）
は
実
施
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
後
適
切
な
方
法
や
時

期
を
検
討
し
て
行
う
予
定
で
す
。

　

今
年
の
防
災
訓
練
は
、
３
月

11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
津
波

に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
出
た
こ

と
か
ら
、
想
定
外
の
津
波
を
意

識
し
て
、
よ
り
高
台
へ
避
難
場

所
を
設
定
し
、
避
難
を
試
み
る

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
連
絡
協
議

会
が
指
定
し
て
い
る
モ
デ
ル
地

区
（
山
内
・
千
鹿
浦
・
気
佐
藤
・

東
吉
田
地
区
）
で
は
、
和
歌
山

大
学
防
災
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー

の
照
本
清
峰
准
教
授
の
指
導
の

も
と
、
防
災
研
修
会
の
一
環
と

し
て
、
通
行
止
め
区
間
の
設
定

や
負
傷
者
の
搬
送
等
、
実
践
的

大
津
波
に
備
え
て
！
防
災
訓
練
を
実
施

な
訓
練
内
容
を
取
り
入
れ
、
避

難
所
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も

実
施
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
要
援
護
者
や
障
が

い
者
等
を
受
け
入
れ
る
福
祉
避

難
所
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
が

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、

保
健
福
祉
課
が
中
心
と
な
っ
て

検
討
会
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

災
害
は
、
い
つ
起
き
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
い
ざ
と

い
う
時
の
行
動
に
つ
い
て
考
え
、

災
害
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
地
域
で
の
連
帯
感

を
深
め
る
こ
と
が
、
地
域
防
災

力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

サイレンを聞いて各避難場所へ避難開始

消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練

地
震
・
津
波
に
つ
い
て　
　

　

講
話
や
ビ
デ
オ
で
勉
強
会

多
く
の
住
民
が
よ
り
高
台
へ
避
難

避
難
場
所
や　
　
　
　
　

　

経
路
な
ど
情
報
交
換
会

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
の　
　

　

検
討
会
（
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
）
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12
月
７
日
（
水
）、
町
役
場
会

議
室
で
、
梅
の
健
康
効
果
に
つ

い
て
、
町
と
共
同
研
究
し
て
い

る
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
研
究

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
報
告
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
第
二
内
科
の

一
瀬
雅
夫
教
授
、
前
北
隆
雄
講

師
、
榎
本
祥
太
郎
医
局
員
の
３

人
が
中
心
と
な
り
取
り
組
ん
だ
、

梅
を
習
慣
的
に
摂
取
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ

ロ
リ
菌
の
活
動
抑
制
効
果
が
人

で
証
明
で
き
た
こ
と
や
、
新
た

に
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
（
逆
流
性
食
道
炎
）

症
状
な
ど
が
改
善
で
き
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
に

つ
い
て
は
、
町
の
健
康
診
断
を

受
診
し
た
町
民
の
方
を
対
象
に

行
っ
た
結
果
で
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
は
日
本
人
の
半
数

　

逆
流
性
食
道
炎
と
は
、
何
ら

か
の
原
因
で
胃
酸
が
食
道
へ
逆

流
し
、
そ
の
酸
が
原
因
で
食
道

◎
梅
、
１
日
３
個
食
べ
る
と

◎
梅
、
１
日
１
個
食
べ
る
と

　

ピ
ロ
リ
菌
の
活
動
性
胃
炎
を

抑
制
、
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
の
進

展
を
抑
え
る
効
果
が
期
待

　

逆
流
性
食
道
炎
の
症
状
、
特

に
運
動
不
全
（
胃
も
た
れ
）
症

状
を
改
善
さ
せ
る
効
果
が
期
待

　

全
国
町
村
会
主
催
に
よ

る
、
物
産
等
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

「
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
２
０
１

１
」
が
12
月
３
日
、
４
日
の

２
日
間
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
職
員
と
Ｊ
Ａ

み
な
べ
い
な
み
職
員
の
３
名

が
出
向
き
、「
物
産
名
産
品

コ
ー
ナ
ー
」
に
出
店
し
、
梅

梅
で
健
康
家
族
！

梅
で
健
康
家
族
！

梅
の
摂
取
習
慣
に
よ
る
消
化
器
疾
患
に
対
す
る

　
　
　
　

効
能
・
効
果
が
、人
で
証
明
さ
れ
ま
し
た

全
国
の
町
村
が
自
慢
の
物
産
や
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど

　
“
イ
チ
押
し
の
お
宝
”を
携
え
て
東
京
に
集
結

『
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
２
０
１
１
』

一
瀬
教
授
（
左
）、
前
北
講
師
（
左
か
ら

２
人
目
）
に
よ
る
、
梅
の
健
康
効
果
に

つ
い
て
の
報
告
会
の
様
子

干
し
の
試
食
や

販
売
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
大

変
な
賑
わ
い
で
、

試
食
を
勧
め
る

と
口
コ
ミ
で
広

が
り
、
持
ち
込

ん
だ
商
品
は
２

日
目
の
午
前
中

に
完
売
す
る
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り

で
し
た
。

粘
膜
に
炎
症
を
お
こ
し
て
し
ま

う
病
気
で
す
。
食
生
活
の
欧
米

化
、
タ
バ
コ
・
飲
酒
・
肥
満
な

ど
生
活
習
慣
の
悪
化
や
ス
ト
レ

ス
に
よ
り
、
日
本
人
に
増
え
て

い
ま
す
。

　

逆
流
性
食
道
炎
の
主
な
症
状

に
は
、
胸
や
け
（
胸
が
や
け
る

よ
う
な
感
じ
）、
苦
い
水
が
上
が

る
、
ノ
ド
の
違
和
感
（
イ
ガ
イ

ガ
）、
ゲ
ッ
プ
、
お
な
か
が
張
る
、

な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

が
感
染
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
の
活
動
を

抑
制
す
る
こ
と
で
、
胃
が
ん
に

な
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

当
日
持
っ
て
行
っ
た
味

梅
は
、「
甘
く
て
食
べ
や
す

く
、
新
感
覚
の
味
」、「
と

て
も
食
べ
や
す
い
。
今
ま

で
の
梅
干
し
と
は
違
っ
た

味
」
と
、
若
者
に
も
大
変

好
評
で
、
今
後
の
若
年
層

の
梅
干
し
消
費
に
対
し
て

期
待
が
も
て
ま
し
た
。

梅
干
し
の
試
食
を
さ
れ
る
来
場
者
の
皆
さ
ん
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みなべ町スポーツ大会開催
　11月５日から21日まで、第６回みなべ町民スポーツ大会（町体育協会主催）が、
町民運動広場、上南部小学校体育館などで開催されました。
　今年も、９種目の競技に約633人が参加して、熱戦を繰り広げました。
　各種目で入賞した皆さんを、紹介します。〔敬称略〕

卓　
　
　

球

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

壮 

年 

野 

球

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

■
参
加
者　
　

男
子
の
部
９

名
、
女
子
の
部
14
名　

計
23
名

▼
順
位　

男
子
の
部　

▽
１
位

＝
原
晴
希
（
清
川
中
）
▽
２
位

＝
山
村
翔
万
（
清
川
中
）
▽
３

位
＝
小
川
一
将
（
上
南
部
中
）

女
子
の
部　

▽
１
位
＝
向
井

幸
子
（
フ
レ
ン
ズ
）
▽
２
位
＝

中
家
実
菜
代
（
清
川
中
）
▽
３

位
＝
西
野
則
子
（
フ
レ
ン
ズ
）

■
参
加
チ
ー
ム　

10
チ
ー
ム

▼
順
位　

▽
１
位
＝
熊
岡
Ａ

（
森
岡
英
行
・
大
楠
實
・
森
岡

晴
美
・
日
置
博
継
・
西
本
貞
子
）

▽
２
位
＝
熊
岡
Ｂ
（
関
本
幸

一
・
西
本
正
男
・
森
下
一
夫
・

楠
本
栄
子
・
福
井
京
子
）

■
参
加
チ
ー
ム　

11
チ
ー
ム

▼
順
位　

▽
１
位
＝
梅
の
里

審
判
団
（
古
谷
利
具
・
大
前
崇
・

松
村
久
夫
・
松
川
守
一
・
谷
本

智
・
植
野
功
・
寺
本
俊
夫
・
山

㟢
智
弘
・
市
井
芳
明
・
濱
中
崇
・

﨑
山
晃
市
・
下
浦
学
・
下
浦
智

久
・
道
本
勇
人
・
東
修
司
・
長

瀨
一
也
・
田
中
康
弘
）
▽
２
位

＝
寺
谷
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

■
参
加
チ
ー
ム　

12
チ
ー
ム

▼
順
位　

▽
１
位
＝
土
井
建

設
（
土
井
智
・
田
野
知
仁
・
谷

美
行
・
横
山
大
介
・
井
口
政
義
・

小
山
和
重
・
小
山
達
也
・
寺
本

匡
・
池
田
智
昭
・
中
家
正
幸
・

栗
原
一
隆
・
谷
口
篤
、
岩
崎

守
秀
・
榎
本
浩
延
）
▽
２
位
＝

谷
口
（
松
下
哲
也
・
森
本
彰
・

山
本
篤
司
・
山
本
佳
則
・
庄
司

真
彰
・
片
岡
隆
昭
・
井
出
永
・

大
野
智
哉
・
森
本
雅
人
・
松
下

由
和
）

軟 
式 
野 

球

■
参
加
チ
ー
ム　

２
チ
ー
ム

▼
順
位　

▽
１
位
＝
清
川
高

城
＋
２
（
山
村
仁
志
・
中
瀬

雄
登
・
中
瀬
竜
也
・
谷
前
拓
・

寺
谷
光
司
・
谷
口
嘉
孝
・
松
川

雅
哉
・
鎌
倉
健
・
井
戸
俊
樹
・

大
畑
和
生
・
泰
地
幸
輝
）

第６回
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

陸　
　
　

上

■
参
加
チ
ー
ム　

40
ペ
ア

▼
順
位　

一
般
Ａ
級
の
部
▽
１

位
＝
米
澤
強
・
政
井
浩
二
▽
２

位
＝
玉
段
真
吾
・
輪
玉
大
輔
▽

３
位
＝
田
野
和
芳
・
栗
山
大
介

一
般
Ｂ
級
の
部
▽
１
位
＝
堀

真
弓
・
岩
津
寛
佳
（
南
部
高
）

▽
２
位
＝
中
瀬
穂
香
（
清
川

中
）・
山
㟢
茜
（
田
辺
高
）
▽

３
位
＝
望
月
智
子
・
玉
置
知
子

中
学
生
男
子
の
部
▽
１
位
＝

平
一
貴
・
猪
野
雅
俊
（
南
部
中
）

▽
２
位
＝
寒
川
祐
・
岡
崎
康
隆

（
南
部
中
）
▽
３
位
＝
栗
山
啓
、

榎
本
康
平
（
南
部
中
）

中
学
生
女
子
の
部
▽
１
位
＝

中
村
美
月
・
下
井
彩
音
（
南
部

中
）
▽
２
位
＝
坂
本
奈
央
・
大

畑
香
歩
（
高
城
中
）
▽
３
位
＝

濵
﨑
栞
・
芦
谷
汐
梨
（
南
部
中
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

■
参
加
チ
ー
ム　

15
ペ
ア

▼
順
位　

▽
１
位
＝
火
縄
道

生
・
糸
川
章
子　

▽
２
位
＝
金

子
健
郎
・
平
野
貴
史

■
参
加
チ
ー
ム　

５
チ
ー
ム

▼
順
位　

▽
１
位
＝
ぴ
ゅ
あ

（
硲
小
四
郎
・
松
本
崇
・
森
下

武
久
・
林
い
ず
み
・
田
野
弘
文
・

田
野
三
紀
子
・
前
山
美
幸
）
▽

２
位
＝
あ
ざ
ぁ
ー
す
（
高
田
英

伸
・
前
田
剛
志
・
田
中
雅
之
・

亀
山
栄
美
子
・
亀
山
実
奈
子
・

山
㟢
幸
代
）

■
参
加
人
数　

42
名

　

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の

部
、
高
校
生
・
一
般
の
部
に

42
名
が
参
加
し
、
１
０
０
ｍ
、

１
０
０
０
ｍ
、
１
５
０
０
ｍ
、

幅
跳
び
、高
跳
び
、ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ
の
競
技
に
お
い
て
、
各

自
の
記
録
を
計
り
ま
し
た
。

きのくにフレンズ募集！
平成24年度　和歌山県観光キャンペーンスタッフ

　和歌山県観光連盟では、マスコミ等への対応や観光キャンペーンで
ＰＲ活動のお手伝いをしていただく「きのくにフレンズ」を募集します。

■委嘱期間　平成24年４月１日～平成25年３月31日（１年間）
■募集人員　３名
■業務に従事していただく日　上記期間内で、随時、県観光連盟が指定する日
■資　　格　県内在住または出身の満18歳以上の方。性別問わずほか。
■応募方法　
　◎提出書類：履歴書
　◎提出先：〒640－8585　和歌山市小松原通１丁目１番地
　　和歌山県観光振興課内
　　和歌山県観光連盟キャンペーンスタッフ係
　◎募集期間：平成23年12月14日（水）～平成24年２月20日（月）必着

　くわしくは、県観光連盟キャンペーンスタッフ係
　　（℡０７３－４４１－２７７６）へ、お問い合わせください。
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自己記録をめざして、力走しましたみんなで守ろう。交通ルール！
　11月から12月にかけて、
町内各小・中学校で、校内
マラソン大会が行われまし
た。子どもたちは、学年や
性別ごとに決められた距離
を、沿道からの保護者たち
の声援を受けながら、より
良い記録をめざして元気
いっぱい走りました。

　人権週間中の12月５日、町の人権擁護委員
さんが、広報車による巡回と合わせて、オー
クワ南部店様前とＡコープみなべ様前で、人
権について呼びかけました。　　
　当日は、「みんなで築こう 人権の世紀～考
えよう相手の気持ち　育てよう思いやりの心
～」をテーマに、地域住民の方々に人権につ
いて考えてもらえるよう、啓発活動を行いま
した。

未来のノーベル賞・文化賞候補者が勢揃い
　12月13日、「第18回発明発見創意くふう展」、「第
17回未来の科学の夢絵画展」、「平成23年度人権を
考える啓発標語」の合同表彰式が行われ、町長と町
人権推進委員会の山中邦夫会長から、入賞者に表彰
状が贈られました。
　皆さんの発明や発想が、何年後かに現実のものと
なって、私たちの暮らしに役立っているかもしれませ
ん。受賞おめでとうございます。
　受賞式に出席されたみなさんは裏表紙でも紹介さ
せていただいています。

私たちの暮らしから暴力団を排除！
　12月15日、役場会議室で町と田辺警察署の間で、みなべ町が暴
力団排除措置を講ずるための連携に関する協定の締結が行われま
した。
　この協定は、10月の第３回町議会で可決された「暴力団排除条
例」の規定に基づき、町の事業や行事などに暴力団組織が介入し
てこれないよう、警察から情報提供を受けることにより、町から暴
力団を排除していくためのものです。

「どきどき、わくわく！」想いどおりに染め上がったかな？
「ペッタン、ペッタン」おもちつき
　12月には、町内の各保育所や幼稚園などで、年末恒例のおもちつきが行わ
れました。
　南部保育所では、石臼と杵を使って、白もちとよもぎもちの２種類を、保
護者の方に手伝ってもらいながら、子どもたちが順番につきました。その
後、できたてのおもちを「やわらかくておいしい。おもち大好き！」と、う
れしそうにほおばっていました。

人権週間で街頭啓発を実施

　12月12日、高城保育所で、
和歌山県警「ひまわり隊」の皆
さんを講師に迎え交通安全教
室が開かれました。
　教室では人形やパネルなど
を使って、信号の見方や横断
歩道の渡り方などを楽しく学
びました。
　きしゅう君やひまわり隊のお
姉さんと、「とびだしません」と
元気よく約束もしました。

　12月13日、上南部小学校６年生の児童が、梅染め愛好会の
方の指導により、ハンカチの梅染めを体験しました。
　子どもたちは、ハンカチに模様をつけるため、割り箸やビー玉
などを輪ゴムで縛りつけ、梅の木を煮出した液につけて染め上

高城中学校の生徒たち

げ、最後に自
分 の 作 品を
持って運動場
で自然乾燥さ
せました。

　できあがった作品は、「お母さんにあげる」、「記念に大事にし
まっておきたい」など、大切な記念品となりました。
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なって、私たちの暮らしに役立っているかもしれませ
ん。受賞おめでとうございます。
　受賞式に出席されたみなさんは裏表紙でも紹介さ
せていただいています。

私たちの暮らしから暴力団を排除！
　12月15日、役場会議室で町と田辺警察署の間で、みなべ町が暴
力団排除措置を講ずるための連携に関する協定の締結が行われま
した。
　この協定は、10月の第３回町議会で可決された「暴力団排除条
例」の規定に基づき、町の事業や行事などに暴力団組織が介入し
てこれないよう、警察から情報提供を受けることにより、町から暴
力団を排除していくためのものです。

「どきどき、わくわく！」想いどおりに染め上がったかな？
「ペッタン、ペッタン」おもちつき
　12月には、町内の各保育所や幼稚園などで、年末恒例のおもちつきが行わ
れました。
　南部保育所では、石臼と杵を使って、白もちとよもぎもちの２種類を、保
護者の方に手伝ってもらいながら、子どもたちが順番につきました。その
後、できたてのおもちを「やわらかくておいしい。おもち大好き！」と、う
れしそうにほおばっていました。

人権週間で街頭啓発を実施

　12月12日、高城保育所で、
和歌山県警「ひまわり隊」の皆
さんを講師に迎え交通安全教
室が開かれました。
　教室では人形やパネルなど
を使って、信号の見方や横断
歩道の渡り方などを楽しく学
びました。
　きしゅう君やひまわり隊のお
姉さんと、「とびだしません」と
元気よく約束もしました。

　12月13日、上南部小学校６年生の児童が、梅染め愛好会の
方の指導により、ハンカチの梅染めを体験しました。
　子どもたちは、ハンカチに模様をつけるため、割り箸やビー玉
などを輪ゴムで縛りつけ、梅の木を煮出した液につけて染め上

高城中学校の生徒たち

げ、最後に自
分 の 作 品を
持って運動場
で自然乾燥さ
せました。

　できあがった作品は、「お母さんにあげる」、「記念に大事にし
まっておきたい」など、大切な記念品となりました。



11 10

●負けんとき　上下（玉岡か
おる）●領土（諏訪哲史）
●ギネス世界記録２０１２
（クレイグ・グレンディ編）
●夢うばわれても　拉致と
人生（蓮池薫）●星空がもっ
と好きになる（駒井仁南子）
●じゃがいも、たまねぎ、にん
じんさえあれば（荻野恭子）
●好奇心ガール、いま 97 歳
（笹本恒子）

　めがねの仕事に１５年関
わってきた眼鏡スタイリストが、
めがねの手入れや購入する
時のアドバイスをしながら、もっ
とめがねを楽しむことを教えて
くれます。めがねで印象も気持
ちも変わります。ちょっと面倒
だっためがね選びが、きっと楽
しくなります。●集合だいすき（遠山啓）

●子どものためのコルチャッ
ク先生（井上文勝）●音楽家
をめざす人へ（青島広志）
●「はやぶさ」がとどけたタイ
ムカプセル（山下美樹）●まっ
すぐぬう（寺西恵里子）●す
がたをかえる米・麦（幕内秀
夫ほか監修）●男の子のあそ
べる折り紙●ジェニーとキャ
ットクラブ（アベリル）●これ
もむし　ぜんぶむし（斉藤隆
夫）

●世界一のあきらめない心
（江橋よしのり）●科学は歴
史をどう変えてきたか（マイケ
ル・モーズリー＆ジョン・リ
ンチ）●柿のへた（梶よう子）

　今年はたつ年。ゆうゆうと天をかけめぐるたつ、
りゅう、ドラゴンは、昔から、物語のたいせつなヒー
ローでした。かっこいいもの、恐ろしいもの、そして
ちょっぴりユーモラスなもの。いろんな、たつとりゅう
とドラゴンを、どうぞ、楽しんでください。

　一月の異名「睦月」は、新年に人と会って睦
まじくすることから呼ばれたそうです。寒さが厳
しい時期、皆で楽しく暖かく過ごしたいです
ね。鍋料理や暖房の本、心が温まる物語などを
紹介します。

「団らん」

「たつ　りゅう　ドラゴン」

74-3283
72-1410

　「アリババと４０人の盗
賊」「船乗りシンドバッドのぼ
うけん」など、おなじみの話
が、子どもたちにわかりやす
く、原話をそこなわない形で
再話されました。親子で、教
室で、楽しめる一冊です。

め
が
ね
を
買
い
に

　一年を通して温暖な宮崎
県の御崎馬。季節の変化が
激しく冬は極寒の地、青森県
の寒立馬。どちらも人の保護
がないと絶滅するといわれる
馬が、どのように生き、子孫
をのこしていくのか。

前川貴行　写真・文
（あかね書房）

●ぺろぺろキャンディー（ソ
フィー・ブラッコール）●で
きるまで大図鑑（小石新八監
修）●親子のための地震イツ
モノート（地震イツモプロジェ
クト）

北の馬と南の馬

　みなべ町立図書館の貸し出し総点数が、平成23年11月
末で１２０万点を超えました。平成12年11月にオープンし
た旧南部町立図書館（ゆめよみ館）と平成16年10月の町
村合併後の上南部分館、清川、高城、岩代分室の貸し出
し点数の総計です。
　貸し出し点数には含まれませんが、新聞・雑誌（最新
刊）の購読、参考図書による調べもの、館内でのビデオ・
ＤＶＤ・ＣＤの視聴などでもご利用いただいています。
　高齢化に伴い大活字本を順次収集し、ＤＶＤ・ＣＤも
少しずつ、充実に努めています。また、赤ちゃん向けのお
はなし会を月２回、幼児以上のおはなし会を毎週、ビデオ
上映会、わくわくタイムなども毎月行っています。
　町内の方には、ご希望の本を最寄の分館・分室にお届
けしています。当館にないものも、近隣の図書館から借り
受けてお読みいただいています。「梅」「炭」「ウミガメ」
「みなべ町の主な話題」などのテーマでは、開館以来、朝
日・読売・毎日および地方紙からのスクラップも保存して
います。
　これからも図書館を、お気軽にご利用下さい。

　12月１日から８日まで開催した
パッチワーク作品展では、クリス
マス小物やバッグなど素敵な作
品が展示されました。

貸し出し総点数が、１２０万点を超えました

パッチワーク作品展

貸し出し総点数が、１２０万点を超えました

パッチワーク作品展パッチワーク作品展

1月11日（水）
午後３時から

西尾哲夫　訳・再話（こぐま社）

子
ど
も
に
語
る

　

ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト

藤　

裕
美（
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版
）

●12月28日（水）～1月４日（水）休館
　（月末休館日含む）

カレンダー1

●31日（火）休館（月末休館日）
※新しい本の入る日は、月末休館日の
　翌日です。

●30日（月）休館

●28日（土）ビデオ上映会（10：30～）
　おはなし会（14:00～）

●26日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

●23日（月）休館
●21日（土）おはなし会（14:00～）
●16日（月）休館
●14日（土）おはなし会（14:00～）

●12日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

●10日（火）休館
●９日（月）休館（成人の日）

●７日（土）わくわくタイム（10:30～）
　おはなし会（14:00～）
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来
年
度
採
用
の
う
め
振
興
館

臨
時
職
員
を
、
次
の
通
り
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

２
名

　
〔
応
募
者
が
多
い
場
合
は
、
面

接
で
決
定
し
ま
す
。〕

■
募
集
要
件

○
40
歳
位
ま
で
（
現
在
は
女
性

が
従
事
し
て
い
ま
す
）

○
土
・
日
・
祝
日
に
勤
務
可
能

な
方

○
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で

き
る
方

■
募
集
期
間

　

１
月
５
日
（
木
）
～
１
月
20

日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
（
土
・

日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
提
出
書
類　

履
歴
書

■
提
出
先　

う
め
課
（
応
募
は
、

郵
送
で
も
可
。
但
し
、
１
月
20

日
（
金
）
ま
で
必
着
の
こ
と
。

　
〔
※
採
用
予
定
期
間
は
、
平
成

24
年
４
月
１
日
～
平
成
25
年
３

月
30
日
ま
で
１
年
間
。
社
保
な

ど
各
種
保
険
あ
り
ま
す
。〕

　

く
わ
し
く
は
、
う
め
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

う
め
振
興
館
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

う
め
21
研
究
セ
ン
タ
ー
が

　
　
　
　
　

来
年
度
研
修
生
を
募
集

　

う
め
21
研
究
セ
ン
タ
ー
（
東

本
庄
）
は
、
町
独
自
で
梅
に
関

す
る
研
究
や
栽
培
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
、
全
国
で
唯
一
の

施
設
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
例
年
、
梅
農
家

の
後
継
者
を
研
修
生
（
原
則
と

し
て
無
給
）
と
し
て
受
け
入
れ

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
13
人

が
「
梅
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
」
と
し
て
巣
立
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
来
年
度
の

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

対
象
は
、
学
校
を
出
て
す
ぐ

に
就
農
す
る
、
ま
た
は
就
農
し

て
い
る
が
、
梅
に
つ
い
て
基
礎

的
な
栽
培
管
理
や
そ
の
生
理
に

つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
若
者
で
す
。

　

研
修
を
通
し
て
、
町
内
の
梅

づ
く
り
の
先
輩
の
皆
さ
ん
と
知

り
合
え
る
絶
好
の
機
会
に
も
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
熱
意
あ
る
若
者

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
研
修
内
容

　

将
来
、
地
域
の
指
導
的
立
場

に
立
ち
う
る
よ
う
な
人
の
養
成

を
主
眼
と
し
て
い
ま
す
。

①
梅
栽
培
の
基
本
管
理
を
技
術

指
導
し
ま
す
。
ま
た
、
梅
の
基

礎
的
デ
ー
タ
の
調
査
も
そ
の
都

度
行
い
ま
す
。

②
①
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
す

圃
場
で
の
実
習
、
機
械
の
整
備

や
操
作
に
関
す
る
実
習
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

う
め
課（　
74
━
３
２
７
６
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

◆
研
修
場
所

　

う
め
21
研
究
セ
ン
タ
ー
、
町

内
の
梅
園
な
ど

◆
研
修
期
間

　

平
成
24
年
４
月
～
平
成
25
年

３
月
ま
で
１
年
間

◆
募
集
人
員　

若
干
名

◆
募
集
期
間

　

３
月
９
日
（
金
）
ま
で

◆
応
募
資
格

　

町
内
在
住
の
お
お
む
ね
25
歳

以
下
の
方

◆
応
募
先　

う
め
課
、
う
め
21

研
究
セ
ン
タ
ー

◆
必
要
書
類　

履
歴
書

◆
選
考
方
法

　

書
類
審
査
、
面
接

　

く
わ
し
く
は
、
う
め
課
又
は

う
め
21
研
究
セ
ン
タ
ー
（
℡
74

︱
２
３
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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来
年
度
採
用
の
町
立
保
育
所

臨
時
保
育
士
・
臨
時
調
理
師
を
、

次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

臨
時
保
育
士　

２
名

臨
時
調
理
師　

１
名

　
〔
応
募
者
が
多
い
場
合
は
、
面

接
で
決
定
し
ま
す
。〕

■
応
募
資
格

保
育
士　

保
育
士
資
格
取
得
者

調
理
師　

栄
養
士
資
格
又
は
調

理
師
免
許
取
得
者

　
〔
い
づ
れ
も
３
月
末
ま
で
に
資

格
取
得
見
込
者
も
可
〕

■
募
集
期
間

　

１
月
５
日
（
木
）
～
１
月
20

日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
（
土
・

日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
提
出
書
類

保
育
士　

履
歴
書
、
保
育
士
証

の
写
し

調
理
師　

履
歴
書
、
栄
養
士
資

格
又
は
調
理
師
免
許
証
の
写
し

■
提
出
先　

住
民
環
境
課

◎
応
募
は
、郵
送
で
も
可
。但
し
、

保
育
所

を
募
集
し
ま
す

（
採
用
は
来
年
度
）

臨
時
保
育
士

臨
時
調
理
師

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

１
月
20
日
（
金
）
ま
で
必
着
の

こ
と
。

〔
※
採
用
予
定
期
間
は
、
平
成
24

年
４
月
１
日
～
平
成
25
年
３
月

30
日
ま
で
１
年
間
。
社
保
な
ど

各
種
保
険
あ
り
ま
す
。〕

　

く
わ
し
く
は
、
住
民
環
境
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
手
当
は
、
平
成
23
年

10
月
に
法
律
改
正
さ
れ
、
支
給

金
額
等
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受

け
取
っ
て
い
た
方
に
は
、
平
成

23
年
10
月
下
旬
に
、『
子
ど
も
手

当
認
定
請
求
書
』
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

　

認
定
請
求
手
続
き
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、２
月
の
定
期
支
払
（
支

払
予
定
日　

２
月
10
日
）
で
、

手
当
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に

は
、
平
成
24
年
１
月
20
日
ま
で

子
ど
も
手
当
認
定

 

請
求
は
お
済
み
で
す
か

に
認
定
請
求
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
そ
れ
以
降
に
受
け
付

け
た
も
の
は
、
３
月
以
降
の
支

払
い
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
期
限
（
平
成
24
年
３
月

末
）
内
に
受
け
付
け
た
も
の
は
、

10
月
分
ま
で
遡
っ
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

今
年
も
１
月
７
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
、
み
な
べ
町
消
防

団
の
出
初
め
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
午
前
８
時
、
団
員
招
集
の
た
め

の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。）

　

式
で
は
、
約
３
０
０
人
の
消

防
団
員
と
各
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

代
表
の
皆
さ
ん
が
、
一
堂
に
会

し
て
行
進
な
ど
を
行
い
、
今
年

１
年
の
防
災
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
す
。

●
場
所　

町
民
広
場
（
気
佐
藤
・

南
部
川
河
川
敷
）〔
雨
天
の
と
き

南
部
小
学
校
体
育
館
〕

　

な
お
、
式
終
了
後
、
団
員
の

皆
さ
ん
は
、
須
賀
橋
付
近
の
河

川
敷
（
西
本
庄
）
へ
移
動
し
て
、

放
水
訓
練
を
行
い
ま
す

　

水
道
料
金
制
度
審
議
会
の
第

１
回
会
議
が
昨
年
11
月
22
日

（
火
）、
役
場
会
議
室
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
町
長
が
「
現
在
、
水

道
料
金
は
旧
町
が
用
途
別
、
旧

村
が
口
径
別
に
分
か
れ
て
い
る
。

合
併
協
議
会
の
申
し
合
わ
せ
で

は
、
合
併
後
は
口
径
別
に
一
本

化
す
る
と
な
っ
て
い
た
。
委
員

の
皆
さ
ん
に
は
、将
来
に
わ
た
っ

て
水
道
事
業
安
定
運
営
の
た
め

に
審
議
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た

い
。
来
年
夏
ご
ろ
に
答
申
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
長
に
和
歌
山
工

業
高
等
専
門
学
校
教
授
、
中
本

純
次
さ
ん
（
東
岩
代
）、
副
会
長

に
元
副
町
長
、
栗
山
光
夫
さ
ん

（
東
吉
田
）
を
選
任
し
、
中
本
会

長
が
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
（
上
下
水
道
課
）
が
、

料
金
改
定
の
必
要
性
と
そ
の
理

由
を
説
明
し
、
ま
た
、
合
併
協

議
会
が
料
金
を
口
径
別
と
し
た

理
由
は
、「
家
庭
用
、
業
務
用
な

総
務
課（　
72
━
２
０
５
１
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

１
月
７
日
は
出
初
め
式

上
下
水
道
課（　
72
━
３
６
０
５
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

第
１
回
水
道
料
金
制
度
審
議
会
で

　
　
　
「
口
径
別
に
一
本
化
」を
確
認

ど
用
途
の
区
別
が
難
し
い
こ
と

も
あ
る
用
途
別
よ
り
、
口
径
別

は
料
金
が
口
径
の
大
き
さ
で
明

確
に
確
定
で
き
る
こ
と
で
あ
る
」

と
説
明
し
、
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
意
見
が
出
さ
れ
、

中
本
会
長
が
審
議
会
の
共
通
認

識
と
し
て
、
▽
水
道
事
業
は
料

金
収
入
で
経
営
す
る
▽
同
一
料

金
・
同
一
サ
ー
ビ
ス
の
町
内
一

事
業
で
あ
る
べ
き
▽
維
持
管
理

更
新
計
画
を
踏
ま
え
た
持
続
可

能
な
経
営
で
あ
る
べ
き
▽
情
報

公
開
が
必
要
、
を
提
案
し
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
審
議
会
は
１
月
20
日

（
金
）
開
催
予
定
で
す
。

みなべ町消防団みなべ町消防団
冬季特別警戒を実施冬季特別警戒を実施
期間：１月10日（火）～
　　２月27日（月）

空気が乾燥し、火災が
発生しやすい時期です。

火の取扱いには十分
注意してください。
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年
が
明
け
た
ら
申
告
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
申
告
の
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
分
の
確
定

申
告
の
相
談
と
申
告
書
の
受
付

は
、
２
月
16
日
（
木
）
か
ら
３

月
15
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
給
与
所
得
者
や
年
金

所
得
者
で
還
付
申
告
を
す
る
場

合
は
、
２
月
１
日
（
水
）
か
ら
、

御
坊
税
務
署
、
ま
た
は
役
場
税

務
課
で
受
付
し
ま
す
。

税
務
課（　
72
━
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

申
告
の
準
備
は
お
早
め
に
・・・

《
所
得
税
の
確
定
申
告
・
住
民
税
の
申
告
》

●
新
た
な
個
人
住
民
税
に
お
け

る
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
ま

で
の
間
に
居
住
し
た
場
合
、
所

得
税
に
お
け
る
最
大
控
除
可
能

額
を
過
去
最
大
規
模
に
引
き
上

げ
、
中
低
所
得
者
層
の
方
へ
の

実
効
的
な
負
担
軽
減
と
な
る
よ

～
新
築
・
購
入
等
で

  

住
宅
ロ
ー
ン
を
組
む
方
・

　
　

 

組
ん
で
い
る
方
へ
～

個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
が
う
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す

平
成
24
年
度
個
人
住
民
税

税
制
改
正
の
主
な
内
容

う
、
前
年
分
の
所
得
税
に
お
い

て
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
を
、

個
人
住
民
税
で
税
額
控
除
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

●
寄
付
金
税
額
控
除
の
適
用
下

限
額
の
引
き
下
げ
（
平
成
23
年

１
月
１
日
以
降
に
支
出
す
る
寄

付
金
）

　

寄
付
金
税
額
控
除
の
適
用
下

限
額
を
２
０
０
０
円
（
現
行
５

０
０
０
円
）
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。

経済センサスキャラクター

平成 24年２月１日現在で　　
　　　　　　　経済センサス‐活動調査を実施します。

この調査は ｢経済の国勢調査｣ です。会社やお店など全国すべての企業 ･ 事業所が対象です。

◇調査結果は、各種行政施策をはじめ、地域の産業振興や商店街の活性化
   などの地域行政のための基礎資料として活用されます。　　　　　　　　
◇経済センサスは、統計法に基づいた報告義務のある基幹統計調査です。
◇調査員が平成 24 年 1 月末までに対象事業所にお伺いしますので、調査の
   趣旨・必要性を御理解いただき、御回答をよろしくお願いいたします。
◇調査票に記入していただいた内容については、統計法に基づき秘密厳守 
   され統計作成の目的以外（税の資料など）に使用することは絶対にあり
   ません。
◇くわしくは、総務課統計係までお問い合わせ下さい。

総務省・経済産業省・和歌山県・みなべ町

●
控
除
対
象
寄
付
金
の
拡
大

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
以
外
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
寄
付
金
で
あ
っ

て
も
、
和
歌
山
県
及
び
町
が
条

例
等
で
個
別
に
指
定
す
る
寄
付

金
で
あ
れ
ば
税
額
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

●
扶
養
控
除
の
見
直
し

　

⑴
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族（
年

少
扶
養
親
族
）
に
係
る
扶
養
控

除
（
33
万
円
）
を
廃
止
。

　

⑵
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
特

定
扶
養
親
族
に
係
る
扶
養
控
除

の
上
乗
せ
部
分
（
12
万
円
）
が

廃
止
さ
れ
、
扶
養
控
除
の
額
は

33
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
御
坊
税
務
署
（
℡
０

７
３
８
︱
22
︱
０
６
９
５
）、
ま

た
は
役
場
税
務
課
へ
。
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平
成
24
年
度
南
部
長
寿

大
学
新
入
生
募
集
中

自
衛
官
候
補
生
を

　

募
集
し
て
い
ま
す

　

南
部
長
寿
大
学
が
、
来
年
度

の
新
入
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

南
部
長
寿
大
学
で
は
、
健
康

や
娯
楽
、
文
化
や
歴
史
な
ど
の

学
習
を
通
し
て
、
高
齢
者
の
友

人
づ
く
り
と
、
生
き
が
い
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
参
加

し
て
、
素
敵
な
出
会
い
と
生
き

甲
斐
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

▼
資
格　

原
則
と
し
て
旧
南
部

町
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
（
但

し
、
上
記
以
外
の
方
で
入
学
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
相
談
に
応

じ
ま
す
。）

▼
費
用　

原
則
と
し
て
無
料
（
※

研
修
等
必
要
に
応
じ
て
実
費
必
要
）

▼
学
習
内
容　

原
則
と
し
て
月

１
回
、
健
康
・
歴
史
・
工
作
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
社
会
見

学
な
ど
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

堺
、
山
内
、
東
吉
田
、
東
・

西
岩
代
方
面
の
方
は
、
送
迎
し

ま
す
。

　

入
学
の
申
し
込
み
は
、
２
月

末
ま
で
に
、南
部
公
民
館（
片
町
、

℡
72
︱
１
４
０
０
）
へ
。

　

自
衛
隊
で
は
次
の
と
お
り
自

衛
官
候
補
生
（
男
子
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳

未
満
で
日
本
国
籍
を
有
す
る
男
子

●
受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
い
ま
す

●
試
験
日　

受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す

●
試
験
種
目　

筆
記
試
験
（
国

語
、
数
学
、
社
会
及
び
作
文
）、

口
述
試
験
、
適
性
検
査
及
び
身

体
検
査

　

願
書
請
求
、
そ
の
他
お
問
い

合
わ
せ
は
自
衛
隊
御
坊
地
域
事

務
所
（
℡
０
７
３
８
︱
23
︱
０

０
２
０
）
ま
た
は
役
場
総
務
課

へ
。
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
下

さ
い
。

（http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/w

akayam
a/

）

景観支障防止条例が施行されます！景観支障防止条例が施行されます！

　和歌山県条例「建築物等の外観の維持保全及び景観支障状態の制限に関する条例（通称「景観支障
防止条例」）が平成24年1月1日に施行されます。
　この条例は、著しく劣悪な景観により県民の生活環境が阻害されることを防止するため、建築物等
が廃墟化し、景観上支障となることを禁止し、そのような廃墟については、周辺住民からの要請を
もって除去などの措置をおこなわせることが可能とすることが定められています。

＊くわしくは、県庁　都市政策課（℡０７３－４４１－３２２８）へお問い合わせ下さい。

●建築物等を廃墟にさせないための最低限の規範
　建築物所有者等の責務＝建築物等について、周辺の良好な景観に支障となる廃墟とならないよう、維
　持保全に努めなければならない。
　建築物等の状態規制＝建築物等が特に著しい破損、腐食等が生じており、周辺の良好な景観と著しく不
　調和な状態（景観支障状態）となることを禁止します。＊現に使用されているものや文化財等は除く。
●周辺住民からの要請に基づく発令等

周辺住民からの要請＝景観支障状態である廃墟の周辺住民は、除去などの措置をとる
よう共同で知事に要請することができる

除去などの勧告＝知事は、必要と認めれば、除去などの措置をとるよう勧告を行う。

除去などの命令＝知事は、勧告に従わない場合で特に著しい景観支障状態のものにつ
いては命令を行う。
＊除去等の費用は、原則、所有者等の負担。
＊条例施行の前から景観支障状態にあった廃墟については、県が損失を補償。除去に
より土地価額が上昇する場合は、上昇分を差し引いた上での補償

行政代執行も可能

住民の要請に基づいた景観上支障となる廃墟への対策を制度化

景観支障防止条例の主な内容

命令に従わない場合
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福
祉
・
介
護
の

 

し
ご
と
フ
ェ
ア
開
催

食
品
事
業
者
表
示

適
正
化
技
術
講
座
開
催

　

田
辺
市
ハ
ナ
ヨ
ア
リ
ー
ナ
で
、

「
福
祉
・
介
護
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時　

１
月
22
日
（
日
）

午
後
１
時
～
３
時
30
分

（
受
付　

午
後
12
時
30
分
～
）

●
会
場　

ハ
ナ
ヨ
ア
リ
ー
ナ

（
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
ハ
ナ
ヨ
）〔
田

辺
市
〕

●
内
容　

▼
求
人
事
業
所
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
▼
個
別
面

談
コ
ー
ナ
ー
▼
相
談
コ
ー
ナ
ー

▼
紀
南
福
祉
人
材
バ
ン
ク
登
録

コ
ー
ナ
ー

●
主
催　

田
辺
市
社
会
福
祉
協

議
会
、
紀
南
福
祉
人
材
バ
ン
ク
、

県
社
会
福
祉
協
議
会
、
県
福
祉

保
健
研
修
人
材
セ
ン
タ
ー
、
和

　

食
品
の
製
造
業
者
、小
売
・
卸
・

流
通
業
者
の
方
を
対
象
と
し
た

「
食
品
事
業
者
表
示
適
正
化
技
術

講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
す

●
開
催
日　

２
月
８
日
（
水
）

●
会
場　

和
歌
山
地
方
合
同
庁

舎
供
用
会
議
室
（
和
歌
山
市
）

　シベリア戦後強制抑留された方に「特別給付金」を支給しています。
●対象者は、旧ソ連邦又はモンゴル国の地域における戦後強制抑留者

で、平成22年６月16日に日本国籍を有するご存命の方です。（特別措
置法施行日（平成22年６月16日）以降に亡くなられた方の相続人は請
求できますが、施行日前に亡くなられた方のご遺族等は、対象となっ
ておりません。）

●請求受付期間は、平成24年３月31日までです。まだ請求されていない
方はお急ぎ下さい。請求期間内に特別給付金の支給の請求をしなかっ
た場合には、支給されません。

●請求書をお持ちでない方は、平和記念事業特別基金から請求書類をお
送りしますので、至急、当基金にお電話下さい。

　＊既に特別給付金を支給された方は、再度の請求はできません。
（ご連絡・お問い合せ先）
　独立行政法人 平和記念事業特別基金　事業部特別給付金認定担当
　０５７０－０５９－２０４（ナビダイヤル）
（ＩＰ電話、ＰＨＳからは０３－５８６０－２７４８）
　受付時間　平日午前９時から午後６時（土曜・日曜・祝日はご利用い
ただけません）

歌
山
県

　

仕
事
内
容
の
紹
介
や
施
設
担

当
者
と
の
直
接
面
談
、ヘ
ル
パ
ー

や
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
取

得
や
福
祉
の
仕
事
に
つ
い
て
の

総
合
的
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
田
辺
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
℡
26
︱
４
９
１
８
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

戦後強制抑留者の皆様へ

●
募
集
定
員　

午
前
（
製
造
業

者
向
け
講
座
）
午
後
（
小
売
・
卸
・

流
通
業
者
向
け
講
座
）
各
25
名

●
申
込
締
切　

２
月
１
日
（
水
）

農
林
水
産
省
近
畿
農
政
局
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
食
品
事
業
者
表
示

適
正
化
技
術
講
座
」（http://

w
w

w
.m

aff.go.jp/kinki/
syouhi/hyouzi/setum

eikai.
htm

l

）

よ
り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

●
内
容　

適
正
な
食
品
表
示
を

行
う
た
め
の
表
示
方
法
等
を
紹
介

●
主
催　

農
林
水
産
省

　

詳
し
く
は
、
近
畿
農
政
局
和

歌
山
地
域
セ
ン
タ
ー　

表
示
・

規
格
チ
ー
ム
（
℡
０
７
３
︱
４

３
６
︱
３
８
４
８
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
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※対象のお子さんには案内状（予診票同封）を送ります。
　〔７歳半までで未接種のお子さんも接種します。希望する
　お子さんは、接種してください。〕

１月20日（金）

平成23年1月に初回接種が完了したお子さん

13：00～13：20三種混合（１期追加）

日本脳炎（１期追加）

２月１日（水）

平成23年9月16日～平成23年10月31日生まれのお子さん

13：00～13：20Ｂ　　　Ｃ　　　Ｇ

１月12日（木）
１月16日（月）

年長児及び年中児（平成17年4月2日～平成19年4月
1日生まれ）で1期追加の接種がまだのお子さん

13：00～13：20

（平成23年2月・3月生まれ）

（平成23年9月1日～10月10日生まれ）

１月11日（水）

１月17日（火）

13：00～13：301 0 か 月 児 健 診

13：00～13：30４ か 月 児 健 診

（平成21年6月・7月生まれ）１月18日（水） 13：00～13：302歳6か月児歯科健診

（平成20年6月・7月生まれ）１月25日（水） 13：00～13：303 歳 6 か月児健診

1月のおひさま広場（保育所開放）

27日（金）10：00～11：00（℡ 75-2044）◆高城保育所

３日（金）10：00～11：00（℡ 75-2044）◆高城保育所

お　休　み（℡ 72-4520）◆南部保育所

３日（金）10：00～11：00（℡ 72-4520）◆南部保育所

23日（月）10：00～11：00（℡ 72-2371）◆愛之園保育園
20日（金）10：00～11：00（℡ 76-2251）◆清川保育所

お　休　み（℡ 76-2251）◆清川保育所

お店やさんごっこ

２月は節分まつり

13日（金）10：00～11：00（℡ 74-3022）◆上南部保育所
外で自由遊び

19日（木）10：00～11：00〃

３日（金）10：00～11：00（℡ 74-3022）◆上南部保育所

トレーニング教室　～はあと館（社会福祉センター）～

1月6日（金）・13日（金）・20日（金）・27日（金）
18：00～21：00

「マタニティー＆ベビーサロン」
◆日　時：１月19日（木）13：30～15：00
◆場　所：こひつじランド（愛之園保育園内）
◆対　象：妊婦または小さなお子さんの保護者
◆内　容：①「胎児ちゃん人形」でおなかの
　　　　　　  赤ちゃんをイメージしよう
　　　　　②出産に向けて助産師からのアドバイス

　新しい年がスタートし、ご自身やご家族の健康を願っ
た方も多いのではないでしょうか？
　健康を保つためには日頃の生活習慣が大切です。
　１年の計は元旦にあり。普段の生活習慣を見直し、
今年の健康目標を立ててみてはいかがでしょうか？

今年の健康目標をたてよう！今年の健康目標をたてよう！

＊託児があります。希望される方は１月20日（金）までに、
ふれ愛センターへお申し込み下さい。

子育て講演会

「ことばでつつむ子育て
～こころの響きあう子育てを～」

◆日　時：１月27日（金）13：30～15：00
◆場　所：ふれ愛センター２階　プララホール
◆講　師：吉田真知子氏

プレママ＆フレッシュママ交流事業

◆日　　時：１月30日（月）13：30～15：00
◆場　　所：ふれ愛センター
◆対　　象：妊婦または１歳未満のお子さんの保護者
◆受付期間：１月11日（水）～１月26日（木）
　　　　　※申し込みが必要です（先着20名程度）
◆持ち物：タオル1～2枚、バスタオル1枚
◆申込先：こひつじランド
　　　　　（愛之園保育園内）（℡72－2371）

『ベビーマッサージ』

　9：00～10：30　JAみなべいなみ本所→
11：30～13：00　東農園㈱様前（東本庄）→
14：30～16：00　ふれ愛センター

9：30～12：00／13：00～16：00
バリューハウス南部店様前

　　　　　　　　　　　　　　　献血の際、恐れ
入りますが、献血カードまたは本人であることを証明
できるもの（運転免許証など）を、ご持参ください。

1月24日（火）

1・2月は はたちの献血キャンペーン

（南部ライオンズクラブ・町共催）

1月3日（火）（南部ライオンズクラブ・町共催）
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田辺市高雄一丁目・田辺市民総合センター内
　　　　　　　　　　　　　　　℡ 26 － 4909
◆診療科目　内科・小児科・歯科の応急診療
◆受付時間　9：00 ～ 11：30、13：00 ～ 17：00

年末年始（12月30日～1月3日）

２年連続
「チヨダ地域保健推進賞」を受賞

もし、急病になったら・・・・

田辺広域休日急患診療所へ

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
様
々
な
講
座
も
開
催
し
て
い
ま
す

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
様
々
な
講
座
も
開
催
し
て
い
ま
す

認
知
症
は
予
防
で
き
ま
す

体
力
測
定
で
は

　

平
均
９
．
１
歳
若
返
り
ま
し
た

　

11
月
14
日
、
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

で
、「
そ
の
物
忘
れ
…
も
し
か
し

て
、
認
知
症
」
と
題
し
て
、
み
な

べ
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
角

前
修
二
院
長
に
よ
る
講
演
会
が

行
わ
れ
、
認
知
症
の
症
状
や
治

療
、
予
防
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や

す
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

認
知
症
は
、
早
く
見
つ
け
て

治
療
す
る
と
進
行
を
遅
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
病
気
で
す
。

こ
ん
な
症
状
は
な
い
で
す
か
？

●
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
。

●
何
も
す
る
気
が
起
こ
ら
な
い
。

●
新
し
い
こ
と
が
記
憶
で
き
な
い
。

●
人
の
話
に
つ
い
て
い
け
な
い
。

●
妄
想
、
幻
覚
が
あ
る
。

食
生
活
に
よ
る
予
防

●
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
。

●
カ
ロ
リ
ー
摂
取
と
消
費
の
バ

　

ラ
ン
ス
（
腹
八
分
目
の
食
事
）

●
脂
っ
ぽ
い
食
事
を
避
け
る
。

　
（
肉
よ
り
魚
料
理
）

●
食
塩
や
糖
質
を
取
り
す
ぎ
な
い
。

　
（
甘
い
菓
子
や
飲
料
に
注
意
）

●
多
量
の
飲
酒
は
避
け
る
。

●
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
Ｅ
の
摂
取
（
果

　

物
、野
菜
、緑
茶
な
ど
を
摂
取
）

日
常
生
活
に
よ
る
予
防

●
体
を
動
か
す
。（
ウ
ォ
ー
キ
ン

　

グ
や
散
歩
）

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広

　

げ
る
。

●
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

す
る
。

●
日
課
を
決
め
て
生
活
に
変
化

　

を
つ
け
る
。

●
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
生
活

　

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し

た
、
介
護
予
防
お
た
っ
し
ゃ
運

動
「
我
ら
梅
の
里
寝
込
ま
ん
ず
」

教
室
の
第
９
期
生
（
清
川
）
18

名
が
、
12
月
１
日
に
全
10
回
の

教
室
を
修
了
し
、
修
了
証
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
主
に
下
半

身
の
強
化
を
目
的
に
、
県
と
和

歌
山
大
学
が
共
同
で
開
発
し
た

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
、

「
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
」、「
ス
テ
ッ

プ
運
動
」、「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」、「
筋
ト
レ
ウ
ォ
ー
ク
」
な

ど
の
運
動
を
組
み
合
わ
せ
た
総

合
的
な
運
動
内
容
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
参
加
者
の
平
均
年
齢

は
71
歳
で
、
教
室
開
催
前
後
に

実
施
し
た
体
力
テ
ス
ト
で
は
、

体
力
年
齢
が
平
均
９
・
１
歳
若

返
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
「
今

後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と

い
う
要
望
が
あ
り
、
１
月
か
ら

「
寝
込
ま
ん
ず
自
主
サ
ー
ク
ル
」

と
し
て
、
週
１
回
運
営
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　これまでの、公衆衛生
や地域保健事業での保健
師活動が認められ、２年
連続で「チヨダ地域保健
推進賞」を受賞しました。
　全国から 35 団体が選
ばれ、みなべ町は「ふれ
愛喫茶の取り組み」が評

価され、入賞しました。
　ふれ愛喫茶は、ボランティアの方々の協力で
長年運営されています。今後もみなさんが気軽
に集まって交流できる場として、発展していけ
るよう努力していきたいと思います。
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１月の消費生活相談会
13日（金）13：00～16：00
第１庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

１月の人権・行政相談
13日（金）13：30～15：30
ふれ愛センターで
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

１月の県による巡回職業相談
26日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、ま
た求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局企画産
業課（℡0738 -24 -2946）へ。

１月は

第２土曜日　9：30～16：00
（月曜日は19：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　8：30～17：15

110番の日
製品安全点検日

防災とボランティアの日 118番の日 食育の日

◆献血
　（9：30～12：00、13：00～16：00
　バリューハウス南部店様前）

◆南部幼・白梅幼・ひかり保
　各小中学校、始業式
◆清川小・中、きしゅう君の家訪問

◆南部小６年生
　グループアプローチ
◆上南部小、ふれあい作文発表会
◆4か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部保、防犯訓練（不審者侵入）
◆岩代小、梅学習
◆献血
（9：00～10：30JAみなべいなみ本所
11：30～13：00東農園㈱様前
14：30～16：00ふれ愛センター）
◆県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～）

◆ひかり保、マラソン開始
◆岩代小、梅学習
◆高城中、お別れ遠足
◆日本脳炎（1期追加）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、愛之園保）

◆プレママ&フレッシュママ
　交流事業「ベビーマッサージ」
　（13：30～、ふれ愛センター）

◆上南部保、園外保育
◆愛之園保すみれ組、クッキング
◆10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部幼、新入園児面接
◆上南部保・高城保・清川保
　人形劇観劇
◆清川小、校内年賀抽選会
◆2歳６か月児歯科健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆岩代小、梅学習
◆清川中、百人一首大会
◆3歳６か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆ＢＣＧ（13：00～・ふれ愛センター）

◆各保育所、平常保育始まり

◆高城保、バイキング給食
◆南部保・清川保、クッキング
◆日本脳炎（1期追加）
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～）

◆南部幼、収穫祭
◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、上南部保育所）
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・愛之園保）

文化財防火デー

◆高城保、クッキング
◆清川小、人権作文発表会　
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、上南部保育所）
◆人権・行政相談
　（13：30～・ふれ愛センター）
◆消費生活相談会
　（13：00～・役場第1庁舎）

◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、清川保育所）
◆愛之園保
　eco孫爺（一緒に遊ぼう）
◆三種混合（１期追加）
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆南部長寿大学
　（歴史学習・南部公民館）

◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、高城保育所）
◆上南部小
　なわとび大会・節分集会
◆子育て講演会
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、南部・上南部・高城
　保育所）

◆みなべ町消防団出初め式
　（9：00～・町民広場）

◆白梅幼、おもちつき会
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆南部小、古紙回収
◆愛之園保
　保育参観、新入児説明会

◆上南部保、音楽発表会

◆南部梅林
　紀州梅林太鼓（上南部中生徒）
　（11：00～・13：00～）
◆岩代大梅林
　梅林節分・みなべ特産市
　（11：00～）

◆新成人の集い ◆上南部中、ジャンボ年賀状配達
◆うめ振興館（～３日開館）

◆第7回町婦人大会
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆第48回日高地方駅伝競走
　大会（9：30～・日高川町）

◆体育協会主催スキー教室
　（アップかんなべ）
◆清川地区駅伝大会
　（9：00～・清川球場）
◆岩代大梅林
　もちつき（11：30～）
　獅子舞（12：00～）
◆南部梅林
　観梅くじ（13：00～）

◆南部梅林
　ビンゴゲーム大会（13：00～）
　もち投げ（14：30）
◆岩代大梅林
　ロボットで遊ぼう（和歌山工専）
　（11：30～・13：30～）

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

１月の田辺年金事務所年金相談
14日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

各納期　町県民税（普通徴収4
期）/国民健康保険税（普通徴
収7期）/後期高齢者医療保険
料（普通徴収7期）/介護保険料
（普通徴収7期）
水道料金（11・12月分）/公共下
水道使用料（11・12月分）/農業
集落排水使用料（12・1月分）の
各窓口納付

各納期　水道料金（11・12月
分）/公共下水道使用料（11・12
月分）/農業集落排水使用料
（12・1月分）の各口座振替

納期　介護保険料（普通徴収6期）

元日

官公庁仕事始め

南部梅林・岩代大梅林開園

成人の日

◆海外安全・パスポート管理促進キャンペーン（～3月20日）
◆全国学校給食週間（24日～30日）
◆緑の募金（1月15日～5月31日）

◆防災とボランティア週間（15日～21日）
◆「はたちの献血」キャンペーン（～2月29日）

◆模倣品・海賊版撲滅キャンペーン（～3月31日）◆冬の省エネキャンペーン（～3月31日）

◆ごみ収集開始
◆し尿収集開始

受付開始12：30～
紀州南部ロイヤルホテル（　　　　　　  ）

各梅林のイベントは、開花
状況や天候によって変更
する場合があります。
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110番の日
製品安全点検日

防災とボランティアの日 118番の日 食育の日

◆献血
　（9：30～12：00、13：00～16：00
　バリューハウス南部店様前）

◆南部幼・白梅幼・ひかり保
　各小中学校、始業式
◆清川小・中、きしゅう君の家訪問

◆南部小６年生
　グループアプローチ
◆上南部小、ふれあい作文発表会
◆4か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部保、防犯訓練（不審者侵入）
◆岩代小、梅学習
◆献血
（9：00～10：30JAみなべいなみ本所
11：30～13：00東農園㈱様前
14：30～16：00ふれ愛センター）
◆県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～）

◆ひかり保、マラソン開始
◆岩代小、梅学習
◆高城中、お別れ遠足
◆日本脳炎（1期追加）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、愛之園保）

◆プレママ&フレッシュママ
　交流事業「ベビーマッサージ」
　（13：30～、ふれ愛センター）

◆上南部保、園外保育
◆愛之園保すみれ組、クッキング
◆10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部幼、新入園児面接
◆上南部保・高城保・清川保
　人形劇観劇
◆清川小、校内年賀抽選会
◆2歳６か月児歯科健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆岩代小、梅学習
◆清川中、百人一首大会
◆3歳６か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆ＢＣＧ（13：00～・ふれ愛センター）

◆各保育所、平常保育始まり

◆高城保、バイキング給食
◆南部保・清川保、クッキング
◆日本脳炎（1期追加）
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～）

◆南部幼、収穫祭
◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、上南部保育所）
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・愛之園保）

文化財防火デー

◆高城保、クッキング
◆清川小、人権作文発表会　
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、上南部保育所）
◆人権・行政相談
　（13：30～・ふれ愛センター）
◆消費生活相談会
　（13：00～・役場第1庁舎）

◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、清川保育所）
◆愛之園保
　eco孫爺（一緒に遊ぼう）
◆三種混合（１期追加）
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆南部長寿大学
　（歴史学習・南部公民館）

◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、高城保育所）
◆上南部小
　なわとび大会・節分集会
◆子育て講演会
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、南部・上南部・高城
　保育所）

◆みなべ町消防団出初め式
　（9：00～・町民広場）

◆白梅幼、おもちつき会
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆南部小、古紙回収
◆愛之園保
　保育参観、新入児説明会

◆上南部保、音楽発表会

◆南部梅林
　紀州梅林太鼓（上南部中生徒）
　（11：00～・13：00～）
◆岩代大梅林
　梅林節分・みなべ特産市
　（11：00～）

◆新成人の集い ◆上南部中、ジャンボ年賀状配達
◆うめ振興館（～３日開館）

◆第7回町婦人大会
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆第48回日高地方駅伝競走
　大会（9：30～・日高川町）

◆体育協会主催スキー教室
　（アップかんなべ）
◆清川地区駅伝大会
　（9：00～・清川球場）
◆岩代大梅林
　もちつき（11：30～）
　獅子舞（12：00～）
◆南部梅林
　観梅くじ（13：00～）

◆南部梅林
　ビンゴゲーム大会（13：00～）
　もち投げ（14：30）
◆岩代大梅林
　ロボットで遊ぼう（和歌山工専）
　（11：30～・13：30～）

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

１月の田辺年金事務所年金相談
14日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

各納期　町県民税（普通徴収4
期）/国民健康保険税（普通徴
収7期）/後期高齢者医療保険
料（普通徴収7期）/介護保険料
（普通徴収7期）
水道料金（11・12月分）/公共下
水道使用料（11・12月分）/農業
集落排水使用料（12・1月分）の
各窓口納付

各納期　水道料金（11・12月
分）/公共下水道使用料（11・12
月分）/農業集落排水使用料
（12・1月分）の各口座振替

納期　介護保険料（普通徴収6期）

元日

官公庁仕事始め

南部梅林・岩代大梅林開園

成人の日

◆海外安全・パスポート管理促進キャンペーン（～3月20日）
◆全国学校給食週間（24日～30日）
◆緑の募金（1月15日～5月31日）

◆防災とボランティア週間（15日～21日）
◆「はたちの献血」キャンペーン（～2月29日）

◆模倣品・海賊版撲滅キャンペーン（～3月31日）◆冬の省エネキャンペーン（～3月31日）

◆ごみ収集開始
◆し尿収集開始

受付開始12：30～
紀州南部ロイヤルホテル（　　　　　　  ）

各梅林のイベントは、開花
状況や天候によって変更
する場合があります。


